
きょうだい支援に関するロジックモデル概略図

アクティビティ
（活動）

指標と到達目標
アウトカム
（成果）

vision

<

≪きょうだい当事者へのアプローチ≫

① 当事者交流・個別ﾆｰｽﾞ：Act1

② 親子参加型イベント：Act２

③ ○○食堂（又は食材提供）：３

① 話を聞いてもらう人が増える

② 親子の関係が築かれる

① 同じ境遇の仲間が増える

① 学習の機会が増える

<

≪家族へのアプローチ≫

④ 日中一時・短期入所等：Act４

⑤ 親同士の交流機会創出：Act４

成績があがる

様々な経験の獲得

将来の選択肢（やりたいこと）
が増える

相談環境が整う（機会獲得）
※1

他者理解・共感がうまれる

心身の安定

居場所の獲得

自己理解・認識の獲得

孤立・孤独感解消

①⑥ 家計・心身の負担軽減※4 子に向き合う時間等の確保 安心して子育てできる

親子間の相互理解

② 様々な体験・経験の獲得
（再掲）

社会性・想像力が育まれる 将来の諦めからの脱却

② 親子の相互理解（再掲） 子どもへの虐待防止

③ バランスのよい食事摂取 偏食を是正、食育 生命の維持、健康増進

③ 同じ境遇同士の食の交流 情報交換の場 笑顔や生きる活力となる

③ 情報交換の場（再掲） 子の養育への不安解消

父親の理解と協力などが築
かれる

③ 食事の準備等への負担軽減
介護負担軽減、健康維持
生きがい醸成

⑥ 地域に悩みを相談できる関
係がある ※2

孤立感・孤独感の解消

④ 親の心身リフレッシュなど

⑤ 相談できる仲間ができる

親のQOL向上、心身の安定
化・安心感の醸成

子の健全な成長に繋がる

育児・生活等の助言や情報等
が得られる。

④ 親と接する時間や会話が増
える

親子の関係が深まる
自立・自我への芽生え
自己肯定感が高まる

困難を乗り越える力がつく
エンパワメント ※3

参加数、当事者アンケート
（年間延べ60名超、リピート率
５割超、参加者アンケートの有効
回答のうち７割超が「相談できる
人や場ができた」と回答

※学校へのヒアリング
（健診結果など●割改善）

※当事者アンケート
（有効回答のうち●割超）
以下、同じ

※家族アンケート
（有効回答のうち●割超）
以下、同じ

※父親の●●の参加状況
（全参加者のうち●割超）

※レスパイト利用状況
※家族アンケート
（全参加者のうち●割超）

※家族アンケート
（有効回答のうち●割超）

※家族アンケート
（有効回答のうち●割超）
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※令和５～６年度内に取り組む
こと（予定）



アクティビティ （活動） 指標と到達目標アウトカム （成果） vision

<

≪きょうだい当事者へのアプローチ≫

<

≪地域住民・学生等へのアプローチ≫

⑥ 家族と住民との顔合わせ：５

⑦ 子どもへの福祉講座等：Act６

⑧ 地域行事への参加：Act６

<

≪その他へのアプローチ≫

⑨ プロジェクトの広報：Act７

⑩ 講演会・学習会の開催：Act７

① きょうだいの思いの受け止め 支援に関する知識経験獲得 支援の輪の拡充

① きょうだい当事者にあたる支
援者間の交流機会獲得

①⑨⑩ 多様な人たちとの交流
機会

きょうだい等への理解深化

社会課題への関心が深まる

生涯学習の機会が得られる

しょうがい理解の醸成

多様な主体によるネットワーク
が形成

<

≪家族へのアプローチ≫

⑥ 相互の交流が生まれる 家族への理解と関心獲得 必要な時に支えとなる

⑥ 地域に悩みを相談できる関
係がある ※2

相談環境が整う（機会獲得）
※1

③ 困難を抱えている人が地域
に存在することを知る

食事づくりなど、支援者が拡
がる

支援する側の生きがい、やり
がいに繋がる

⑦ しょうがいを正しく理解する しょうがいのある人が身近に
なる

しょうがいのある兄弟姉妹を
恥じらいなく公表できる

自己の確立

将来の夢や希望を同世代の
子たちで語り合える

しょうがいを理由としたいじめ
の解消

立場の弱い人を支える意識
が養われる

⑧ しょうがいのある人や事業所
等の存在を知る

抱える課題や困りごとを知り、
理解する

社会の一員として相互に支え
あう意識が芽生える

②⑨ 協力者・支援者が得られる

⑨⑩ 学びや気づきを得る

活動の幅が拡がる
活性化する

モチベーションがあがる
協働の意識が高まる

事業の持続可能性が高まる

⑩ 同じ目的をもって共に活動す
ることができる

より大きなアクションを起こす
ことができる

施策反映や社会全体でニー
ズに応える体制が構築

※当事者アンケート
（有効回答のうち●割超）
以下、同じ

※ボランティアアンケート
（有効回答のうち●割超）

※住民意識調査
（有効回答のうち●割超）

※学校へのヒアリング
（有効回答のうち６割超）

※定量的
（パートナー参加数）
（寄付や協賛等）

※参加者アンケート
（有効回答のうち７割超）

※参加家族へのヒアリング
（有効回答のうち●割超）

※参加者アンケート
（有効回答のうち●割超）
以下、同じ

多
様
な
人
た
ち
を
社
会
全
体
で
支
え
る
風
土
を
醸
成
し
、
地
域
力
を
向
上
す
る
こ
と

（
多
様
性
と
包
摂
性
、
社
会
構
造
の
変
革
）

困難を乗り越える力がつく
エンパワメント（再掲） ※３

①⑥ 心身の負担軽減 ※4

ボランティアへの参画 学生の将来に活かされる（職
業選択の幅が拡がる）

寄付・協賛・マンパワー等の
獲得

※ボランティア数
（目標：毎年●名）
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